
日
整
は
、
６
月
７
日
（
火
）
、

午
後
１
時
か
ら
日
本
柔
整
会

館
で
令
和
４
年
度
の
第
２
回

理
事
会
を
開
き
、
６
月
26
日

（
日
）
午
後
１
時
か
ら
開
催

す
る
通
常
総
会
の
議
題
「
令

和
３
年
度
決
算
案
の
承
認
に

つ
い
て
」
・
「
令
和
４
年
度

会
費
免
除
者
案
の
承
認
に
つ

い
て
」
・
「
役
員
（
会
長
及

び
副
会
長
候
補
理
事
各
１
名
）

の
選
任
並
び
に
会
長
及
び
副

会
長
の
選
定
に
つ
い
て
」
な

ど
を
慎
重
に
審
議
し
、
承
認

可
決
し
た
。

今
年
３
月
13
日
の
臨
時
総

会
に
お
い
て
前
会
長
の
解
職

と
理
事
解
任
を
決
定
し
、
定

款
の
一
部
改
正
に
副
っ
て
理

事
会
の
互
選
に
よ
り
選
定
し

た
松
岡
保
会
長
と
長
尾
淳
彦

副
会
長
は
、
６
月
26
日
の
通

常
総
会
の
終
結
時
を
も
っ
て

役
員
の
任
期
満
了
を
迎
え
る
。

こ
の
た
め
選
挙
管
理
委
員
会

（
深
井
伸
之
委
員
長
）
は
同

委
員
会
規
程
第
10
条
に
基
づ

き
、
理
事
（
会
長
及
び
副
会

長
各
１
名
）
選
任
に
関
す
る

告
示
を
行
い
、
立
候
補
届
出

の
受
付
期
間
を
５
月
27

日

（
金
）
か
ら
６
月
３
日
（
金
）

正
午
ま
で
と
し
た
。

こ
の
結
果
、
理
事
会
で
報

告
さ
れ
た
立
候
補
者
は
、
会

長
候
補
理
事
に
伊
藤
述
史
前

の

ぶ

み

理
事
69
歳
（
東
京
会
長
）
、

副
会
長
候
補
理
事
に
は
、
長

尾
淳
彦
副
会
長
（
京
都
会
長
）

64
歳
の
２
名
で
あ
っ
た
。
松

岡
保
会
長
は
体
調
不
良
で
療

養
中
の
た
め
、
出
馬
を
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

石
原
誠
財
務
部
長
は
令
和

３
年
度
決
算
の
総
括
と
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
事
業
活
動
が

再
開
で
き
る
よ
う
各
部
で
工

夫
を
行
い
、
「
匠
の
技

伝

承
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
講
習
会

の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
や
少
年

柔
道
大
会
の
無
観
客
開
催
な

ど
、
少
し
ず
つ
事
業
が
再
開

さ
れ
始
め
、
事
業
支
出
は
前

年
度
よ
り
も
増
額
と
な
っ
た

こ
と
を
説
明
し
た
。

そ
し
て
、
本
年
度
も
引
き

続
き
会
員
支
援
、
会
員
増
強

に
向
け
た
組
織
対
策
や
費
用

対
効
果
を
見
据
え
た
事
業
の

見
直
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
会
費
の
有
効
活
用

を
検
討
し
、
会
員
に
喜
ば
れ
、

信
頼
さ
れ
る
日
整
へ
前
進
し

た
い
、
と
述
べ
た
。

２
面
、
日
整
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

登
録
の
お
願
い
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6月26日（日）通常総会で選任選定

会長選に伊藤述史 前理事

傍
聴
願
い
は
お
控
え
を

副会長選に長尾淳彦 副会長

立
候
補

座
席
間
を
広
げ
る
た
め

日
整
理
事
会

通常総会に関するお願い

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、感染防止策を

講じて開催しますが、代議員各位におかれましても、基本的な

感染対策（マスクの着用、手指消毒など）の徹底をお願いしま

す。

○来館時に手指消毒および検温をお願いします。体調不良等が見

受けられる方には、入室をお断りする場合があります。また、

総会開催中に体調不良と見受けられる方には、退出をお願いす

る場合があります。予めご了承ください。

○くれぐれも、総会当日「熱がある（37．5℃以上）」「咳が出

る」「倦怠感がある」など体調のすぐれない方は来館をお控え

ください。

○昼食は、各自でお済ませのうえ、来館ください（上記同趣旨か

ら、会場での飲食はご遠慮ください）。

○また、上記同趣旨から、通常総会の傍聴はお控えください。座

席間隔を広げるため、用意できる座席数が少なくなることから、

入場制限を行う場合もあります（傍聴希望の会員は、事前に公

益社団法人日本柔道整復節会副会長三橋裕之宛に傍聴届を提出

しての傍聴となりますが、傍聴者は発言できません）。

○総会当日の質問等はご遠慮ください。

○欠席予定の代議員は、ただちに同封の「議決権行使書」を日整

あてにご提出ください。なお、「代理人選任届」により議決権

を行使することもできますが、その場合、代理人は会員に限り

ます。収入印紙の貼付は必要ありません。受任者の氏名の記載

がない場合は、公益社団法人日本柔道整復師会副会長三橋裕之

に委任したものとみなします。また、「議決権行使書」を提出

される場合は、「代理人選任届」の提出は不要です。

○「議決権行使書」（または「代理人選任届」）を提出される場

合は、6月24日（金）午後6時までに日整に届くよう提出願いま

す。同封の返信封筒には切手を貼付して送付ください。

○会館での駐車は固くお断りいたします（会館前の道路は私道の

ため駐車できません。また、車庫は緊急避難時の避難経路とな

ります。公共交通機関にて来場ください）。

〇日整は、5月から10月までクールビズ期間となります。

コロナ禍



令和４年（２０２２）６月２０日日整トピック第３９号（２）

日頃より日本柔道整復師会の活動にご協力をいただき感謝申し上げます。

日整は機関誌「Feel！Go！」を年４回（1月・4月・8月・11月）と「日整トピック」を新聞形式で併

せて発行することにより、会員の皆様に日整の活動をより多くお知らせするよう情報の配信に努めてお

ります。

また、「日整トピック」は、会員に有益な情報をタイムリーに発信することを第一と考え最新情報を

お届けしております。会員の皆様のパソコンやスマートフォンのメールアドレスをご登録いただき、

「日整トピック」をはじめ必要な情報をダイレクトにお届けするメール配信「日整ニュースレター」を

ご覧ください。

このメール配信は、保険関係等の日整の重要な活動状況、柔整に関する情報、「匠の技 伝承」プロ

ジェクト等の研修内容、会員支援情報など、日整が伝えたい内容を会員各位に直接連絡できるようにす

ることを目的としています。日整トピックの掲載内容もさらに充実させて配信する予定です。日整の主

要事業のお知らせを会員が楽しみにしてもらえるような、日整会員必須の情報ツールに育てていきます。

「日整ニュースレター」の配信は、下記の登録サイトから直接ご登録ください。QRコードからも簡単

に登録できます。 (広報部）

7,760名の会員が登録


